
同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2023年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：後期 

専攻：社会福祉学 

№１ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

☑ 別紙の解答用紙 １ 枚に解答すること。 

試験科目 

英  語 

受験番号 

 

氏名 

 

                                                         

 

［Ⅰ］ 

 

以下の英文全文を日本語に訳しなさい 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 

June Gary Hopps and Tony B. Lowe (2021) “Social Work Profession,” Encyclopedia of Social Work NASW Press. 

※ 

 

 

 

 

 

 

（著作権の都合上、問題文を掲載しておりません） 
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2023年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：後期  

専攻：社会福祉学 

№２ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙 1 枚に解答すること。 

試験科目 

英  語 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅱ］以下の文を読んで、大意を日本語でまとめなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：Mizrahi, Terry, The Encyclopedia of Social Work 20th ed. Oxford University Press. 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

（著作権の都合上、問題文を掲載しておりません。） 
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2023年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：後期  

専攻：社会福祉学 

№１ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙 1 枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅰ］ 

近年、「カスハラ」（カスタマー・ハラスメント）が話題となり、社会福祉現場においても対策の必要性 

が強調されだしている。ワーカーを守り現場の質を保証するためにも組織は「カスハラ」に対して毅然 

とした対応をとることが必要となる。しかし同時にクライエントや家族等による、正当な苦情申立ての 

権利を奪ってはならない。この「カスハラ」と「正当なクレーム」の違いについて説明したうえで、ど 

のように対応していくべきか考えるところを述べよ。 

※ 
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2023年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：後期  

専攻：社会福祉学 

№２ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙 1 枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅱ］ 

支援付き意思決定と代理代行決定の違いに留意して、各種意思決定支援のガイドライン等に共通する原則につ 

いて説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 


